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１．はじめに －台上試験と路上走行試験－

２．結果とまとめ

台上試験：

シャシダイナモ設備を用いる台上試験はWorldwide harmonized Light 

vehicle Test Procedure：WLTP（国際調和排出ガス・燃費試験法）に基づく

WLTCの速度パターンを用いる方法である。

路上走行試験法（別添119）の環境条件：

-2℃から38℃の温度範囲 ＋ 湿度範囲については規定されていない

図１． WLTCの走行速度パターン（Class 3b）

走行後、NOxの排出量について、路上走行試験により得られたデータをWLTC走行時の基準値と比較可能な測定値に換算するが、

一部の温度条件（-2℃以上0度未満、35℃を超え38℃以下）を除いて路上走行時の温度湿度の影響は考慮されないため、影響や補正法を検討した。

その結果、穏やかな天候であっても補正係数には１～２％の変動が現れた。今後は様々

な気象条件でのデータを取得し、変動について調査する。その知見を基に補正方法を検

討していく。

WLTPに基づく認証試験時の環境条件：

温度 23℃ 及び 湿度 50%RH （Relative Humidity：相対湿度）

現在、乗用車向けの認証試験としては、シャシダイナモ設備を用いる台上試験、及び2022年10月から新型のディーゼル乗用車等を対象として導入

された路上走行時の排出ガス試験（路上走行試験）がある。
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路上走行試験：

路上走行試験法 （国内は「道路運送車両の保安基準第31条細目告示

別添119」、その他 Euro6d など）の規定に従って、実際の交通状況に応じ

て路上を走行する方法である。

図２． 路上走行試験の走行速度パターンの例
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図３． 路上走行試験時の温度湿度変化

図４． 補正係数KH' の変化

天候晴れ、ほぼ無風、気温20度程度、という非常に穏やかな環境条件で実験

⇒路上走行時の温度で5℃程度、湿度で30％程度の変動が見られた。

ここで、NOxの生成に影響する吸気中の水分量に基づく補正係数であるKH を、

温度23℃及び湿度50％RHで補正無し（＝１）となるよう修正したKH’ を適用した。
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